
ぎかいの森
あおもり市議会だより

技 術 者

写真：青森高等技術専門校の実習風景

15Vol.

令和２年11月

特 集

あ お も りin

令和２年第３回定例会・第２回臨時会の内容を
わかりやすく 市民の皆さんにお伝えします

目　　　次
特集　� 　Ｐ２
議決した主な議案　� 　Ｐ４
こんなことを聞きました。　� 　Ｐ５
トピックス　� 　Ｐ16



〔
議
員
〕　

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
れ
で
は
、ま
ず
は
入
学
し
た
き
っ

か
け
に
つ
い
て
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
上
山
さ
ん
〕　

私
は
チ
ラ
シ
を
見
て
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
て
み
た
ら
結
構

楽
し
く
て
。
技
術
の
資
格
も
取
れ
就
職

に
も
役
に
立
つ
と
思
い
、
入
り
ま
し
た
。

〔
白
戸
さ
ん
〕　

私
も
高
校
の
先
生
か
ら
こ

こ
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
に
来
て
入
学
を
決
め
ま
し
た
。

〔
山
田
さ
ん
〕　

私
も
高
校
の
先
生
か
ら
話

を
聞
き
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
た

と
こ
ろ
、
就
職
率
が
100
％
だ
と
知
り
ま

し
て
。
こ
こ
に
来
た
ら
就
職
で
き
る
と

思
い
、
こ
の
学
校
を
選
び
ま
し
た
。

〔
鎌
田
さ
ん
〕　

私
は
自
衛
隊
で
働
い
て
い

た
の
で
す
が
、
友
人
か
ら
、
土
木
の
仕

事
は
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
、
と
て
も
人
の

役
に
立
つ
と
い
う
話
を
聞
き
、
自
分
も

学
び
た
い
と
思
い
、
入
学
し
ま
し
た
。

〔
議
員
〕　

き
っ
か
け
は
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
が
多
い
ん
で
す
ね
。
で
は
、
実
際

に
入
学
し
て
み
て
ど
う
で
し
た
か
。

〔
上
山
さ
ん
〕　

実
習
が
た
く
さ
ん
あ
る
の

は
面
白
く
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
座
学
も
た
く
さ
ん
あ
り
、

覚
え
る
こ
と
が
多
い
の
は
大
変
で
す
ね
。

〔
白
戸
さ
ん
〕　

実
習
は
体
力
を
使
う
の
で

大
変
で
す
が
、
作
る
こ
と
が
大
好
き
な

の
で
物
す
ご
く
充
実
し
て
い
ま
す
。

〔
山
田
さ
ん
〕　

土
木
科
で
は
細
か
い
測
量

や
製
図
が
あ
る
の
で
、
神
経
を
使
い
、

結
構
疲
れ
る
の
で
す
が
、
完
成
し
た
と

き
の
達
成
感
は
大
き
い
で
す
ね
。

〔
鎌
田
さ
ん
〕　

私
は
高
校
が
普
通
科
で
、

特 集

技　術　者

今回のテーマは「技術者」です。

本市には、県が設置する公共職業

能力開発施設である青森高等技術

専門校が置かれており、同校では

電気工学科、環境土木工学科の２

科で52名＊の学生が学んでいる

とのことですが、その就職率は何

と100％！！また、電気や土木など

の専門資格も在学中に取得できる

とのことで、これはもっと周知す

る必要があると考え、早速、技術

者の卵である同校の学生の皆さん

にお話を伺ってきましたので、そ

の内容をお届けします。

あ お も りin

＊取材日である令和２年７月30日時点の人数

今回参加いただいた学生の皆さんです

鎌
かま

田
だ

 元
はじめ

さん

環 境 土 木 工 学 科　
２年。早く資格を
取って一人前にな
り、一人で現場を
任されるようにな
ることが夢です。

山
やま

田
だ

 涼
りょうすけ

介 さん

環 境 土 木 工 学 科　
１ 年 。 測 量 士 に
なって測量会社で
働くことが夢です。

白
しろ

戸
と

 翔
しょうご

悟さん

電気工学科２年。
電気回路を組む実
習 が と て も 楽 し
かったので、電気
関係の仕事に就く
ことが夢です。

上
かみ

山
やま

 諄
しゅんや

也さん

電気工学科１年。
まだ漠然としてい
ますが、資格をた
くさん取って、電
気関係の仕事に就
きたいです。
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土
木
の
専
門
用
語
が
わ
か
る
か
不
安

だ
っ
た
の
で
す
が
、
先
生
た
ち
が
と
て

も
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
く
れ
ま
す
し
、

達
成
感
も
あ
っ
て
楽
し
い
で
す
。

〔
議
員
〕　

皆
さ
ん
が
一
生
懸
命
勉
強
し
て

い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
ね
。
今

度
は
こ
の
青
森
市
に
つ
い
て
、
何
で
も

よ
い
の
で
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

〔
上
山
さ
ん
〕　

私
は
、
都
会
と
比
べ
る
と

建
物
も
そ
う
だ
し
、
売
っ
て
い
る
物
も

少
な
い
の
が
不
満
と
い
う
か
。
あ
と
、

就
職
を
控
え
る
立
場
か
ら
す
る
と
、
企

業
が
増
え
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

〔
白
戸
さ
ん
〕　

私
は
あ
ま
り
不
満
は
な
い

で
す
。
都
会
は
人
が
多
く
て
生
活
し
づ

ら
い
か
な
と
。
で
も
、
ど
の
年
代
の
人

で
も
楽
し
め
る
よ
う
な
施
設
が
も
う
少

し
あ
っ
て
い
い
か
な
と
は
思
い
ま
す
。

〔
山
田
さ
ん
〕　

私
も
特
に
不
満
は
な
い
で

す
が
、
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
こ
れ
以
上
学

校
が
休
校
に
な
る
と
授
業
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
や
資
格
の
取
得
、
ま
た
、
就
職
に

も
影
響
が
出
て
し
ま
う
の
で
、
そ
の
対

策
は
し
っ
か
り
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

〔
鎌
田
さ
ん
〕　

私
は
学
生
の
頃
、
バ
ス
が

１
時
間
に
１
本
し
か
な
い
の
が
結
構
困

り
ま
し
た
。
あ
と
、
遊
ぶ
と
こ
ろ
も
浜

田
地
区
周
辺
し
か
な
い
の
で
、
も
っ
と

遊
び
に
行
く
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
…
…
。

〔
議
員
〕　

先
生
は
い
か
が
で
す
か
。

〔
坂
倉
先
生
〕　

私
は
坂
が
多
い
町
に
住
ん

で
い
た
の
で
、
平
坦
で
自
転
車
で
ど
こ

へ
で
も
行
け
る
青
森
市
は
と
て
も
い
い

町
だ
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
、
多
く
の

方
に
こ
の
よ
う
な
学
校
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

〔
議
員
〕　

貴
重
な
御
意
見
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
議
会
と
し
て
も
し
っ
か
り

生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
代
を
担

う
学
生
の
皆
さ
ん
が
、
こ
こ
で
身
に
つ

け
た
技
術
を
生
か
し
、
社
会
で
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
心
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
。

初めに、校長先生からお話を
いただきました。

玄関には各学科のご案内が。

最後はドローンにて空中からの記念
写真。御協力いただきました皆様、
本当にありがとうございました。

その後、実習場を案内いただきました。

丁度、電気工学科は授業中でした。

電気工学科の実習スペース。

こちらは環境土木工学科の実習ス
ペース。軽トラや重機がありました。

外にも電信柱をはじめ、実習の
ためのスペースがありました。

その後、学生の皆さんとの懇談会。

～取材風景～
ーこんな感じで取材していますー
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● 

第
３
回
定
例
会
・
第
２
回
臨
時
会
議
案
審
議 

●

●
令
和
２
年
第
３
回
定
例
会

　

 

会
期
30
日
間　
８
月
27
日
～
９
月
25
日

●
令
和
２
年
第
２
回
臨
時
会

　

 

会
期
１
日
間　
10
月
９
日

●
第
３
回
定
例
会
で
可
決
等
し
た
議
案

　

市
長
提
出
議
案
22
件
中�

22
件

 

（
可
決
16
件
、
認
定
３
件
、
可
決

　
　
　
　

及
び
認
定
１
件
、
同
意
２
件
）

　

議
員
提
出
議
案
６
件
中�

４
件

�

（
可
決
）

●
第
２
回
臨
時
会
で
可
決
し
た
議
案

　

市
長
提
出
議
案
１
件
中�

１
件

 

（
可
決
）

■ 

以
上
の
中
か
ら
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
な
お
、
全
て
の
議
案
名
と
結

果
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＊
で
御

覧
い
た
だ
く
か
、
議
会
事
務
局
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

青
森
市
議
会
で

議
決
し
た
主
な
議
案
で
す
。

令
和
元
年
度
決
算
を認

定
し
ま
し
た

その２
定例会

　

 　

今
期
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
を
は

じ
め
計
13
件
の
補
正
予
算
案
が
提
案
さ

れ
、
こ
の
う
ち
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
す
る
市
の
緊
急
対
策
と
し

て
行
う
青
森
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

事
業
等
に
つ
い
て
計
上
し
た
一
般
会
計

補
正
予
算
案
（
第
５
号
）
に
つ
い
て
は
、

開
会
日
に
先
議
と
し
て
審
議
し
、
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、
市
内
全
小
・
中
学
校
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
工
事
等
に
要
す
る
経
費
や

保
育
所
等
が
購
入
す
る
保
健
衛
生
用
品

等
の
経
費
に
対
す
る
補
助
金
等
を
計
上

し
た
一
般
会
計
補
正
予
算
案
（
第
６

号
）
等
、
残
る
補
正
予
算
案
に
つ
い
て

も
、
閉
会
日
に
可
決
し
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

　
　

提
出
者
か
ら
は
、
一
般
会
計
・
特
別

会
計
全
体
の
実
質
収
支
は
い
ず
れ
も
プ

ラ
ス
で
あ
っ
た
、
病
院
事
業
会
計
で
は

２
億
２
千
572
万
余
円
の
純
利
益
を
計
上

し
、
資
金
不
足
比
率
は
前
年
度
よ
り
改

善
し
17
・
４
％
と
な
っ
た
、
水
道
事
業

会
計
で
は
５
億
１
千
666
万
余
円
の
純
利

益
を
計
上
し
た
、
自
動
車
運
送
事
業
会

計
で
は
１
億
３
千
469
万
余
円
の
純
損
失

を
計
上
し
、
資
金
不
足
比
率
は
９
・

９
％
と
な
っ
た
な
ど
の
説
明
が
な
さ
れ
、

こ
れ
ら
議
案
に
つ
い
て
は
原
案
の
と
お

り
認
定
（
水
道
事
業
会
計
の
剰
余
金
の

処
分
に
つ
い
て
は
可
決
）
し
ま
し
た
。

　

 　

今
期
定
例
会
で
は
、
令
和
元
年
度
の

各
会
計
の
決
算
に
係
る
議
案
が
提
案
さ

令
和
２
年
度
９
月
補
正
予
算
案
を

可
決
し
ま
し
た

その１
定例会

　

 　

本
臨
時
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
同

時
期
に
感
染
拡
大
す
る
リ
ス
ク
を
回
避

す
る
た
め
、
市
と
し
て
当
該
予
防
接
種

の
無
料
対
象
者
の
拡
大
に
要
す
る
経
費

を
計
上
し
た
一
般
会
計
補
正
予
算
案

（
第
７
号
）
が
提
案
さ
れ
、
同
議
案
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
無

料
対
象
者
の
拡
大
に
係
る
予
算
案

を
可
決
し
ま
し
た

その３
臨時会

＊市議会ホームページ
　http://www.city.aomori.aomori.jp/gikai/top.html
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● 

第
３
回
定
例
会
・
第
２
回
臨
時
会
議
案
審
議 

●

● 

質
問
・
質
疑 

● 

　

第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
行
わ
れ
た

一
般
質
問
、
予
算
特
別
委
員
会
、
決
算

特
別
委
員
会
の
質
疑
の
中
か
ら
、
一
議

員
に
つ
き
一
項
目
の
質
問
・
質
疑
及
び

答
弁
の
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
質
問
・
質
疑
を
行
っ
た
議
員
・
委
員
数

　

●
第
３
回
定
例
会

　
　

議
案
質
疑
（
開
会
日
）�

１
名

　
　

一
般
質
問�

23
名

　
　

予
算
特
別
委
員
会�

17
名

　
　

決
算
特
別
委
員
会�

16
名

　

●
第
２
回
臨
時
会

　
　

議
案
質
疑�

１
名

質

問

質
・

疑

こ
ん
な
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。

つ
い
て
は
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
　

な
お
、
第
２
回
定
例
会
も
含
め
た
補

正
後
の
令
和
２
年
度
青
森
市
一
般
会
計

予
算
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

●
令
和
２
年
度
青
森
市
一
般
会
計
補
正

　

予
算
額 
53
億
１
千
840
万
７
千
円

　

補
正
後
の
予
算
額

 

１
千
595
億
６
千
146
万
１
千
円

青色は、総務企画常任委員会に関連する質問・質疑です。

市
が
９
月
補
正
予
算
案
に
計
上
し
て
い

る
テ
レ
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
に

係
る
今
後
の
流
れ
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
予
防
及
び
新
し
い
生
活
様
式
を
踏
ま

え
、
本
年
５
月
か
ら
職
員
の
交
代
制
の

テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の

可
能
人
数
を
現
在
の
20
人
か
ら
150
人
に

拡
充
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や

パ
ソ
コ
ン
環
境
の
整
備
等
を
行
う
も
の

で
す
。
今
後
は
10
月
に
業
者
選
定
等
を
、

年
内
に
機
器
等
の
調
達
や
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
行
い
、
来
年
の
２
月
、
３
月
頃

に
は
対
象
者
を
拡

充
し
た
在
宅
勤
務

が
開
始
で
き
る
も

の
と
考
え
て
い
ま

す
。

Q

テ
レ
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
整
備

事
業
に
つ
い
て

公
明
党　

軽か
る
ま
い米　
智ち

雅か

こ子

国
勢
調
査
の
調
査
員に

つ
い
て

あ
お
も
り
令
和
の
会　

舘た
て
山や
ま　
善よ
し
也や

本
年
９
月
14
日
か
ら
国
勢
調
査
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
が
、
調
査
員
１
人
当
た
り

の
平
均
報
酬
額
、
担
当
世
帯
数
及
び
募

集
方
法
に
つ
い
て
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
前
回
（
平
成
27
年
）
に
お
け
る
調
査
員

の
平
均
報
酬
額
は
、
１
人
当
た
り
約
６

万
７
千
円
で
あ
り
、
今
回
の
調
査
員
の

担
当
世
帯
数
は
平
均
で
約
130
世
帯
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
調
査
員
に
つ
い
て
は
、

必
要
な
人
材
を
期
間
内
に
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、民
間
の

任
意
団
体
で
あ
る
青
森

市
統
計
公
友
会
に
業
務

委
託
を
し
、
的
確
な
人

材
を
推
薦
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
ほ
か
、
今
回

は
学
生
調
査
員
の
募
集

も
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

Q

※所属会派名は質問・質疑時のものです。

職　員

統　計

学生調査員の皆さん（委嘱状交付式後）
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各
町
会
で
は
、
活
動
を
支
え
る
方
々
の

高
齢
化
が
進
み
、
人
材
の
確
保
が
非
常

に
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
の
市
の
対
策
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
市
で
は
、
地
域
住
民
の
町
会
へ
の
加
入

と
地
域
活
動
へ
の
参
加
の
促
進
に
向
け
、

チ
ラ
シ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り

町
会
の
取
組
等
を
周
知
し
て
い
る
ほ
か
、

地
域
住
民
と
大
学
等
が
連
携
・
協
働
し
、

広
域
で
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
の
活
動
を
支
援
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
取
組
を
通

じ
、
町
会
活
動
を
は
じ
め
と
す
る
地
域

活
動
を
支
え
る
人
材
の
確
保
と
担
い
手

の
育
成
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q

市
で
は
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
幅
広
く

活
用
し
公
の
施
設
の
効
率
的
な
管
理
運

営
を
行
う
た
め
、
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
し
て
い
ま
す
が
、
各
施
設
の
事
業

報
告
に
対
す
る
評
価
を
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
市
で
は
、
当
該
制
度
導
入
施
設
の
管
理

運
営
状
況
の
聴
取
や
実
地
調
査
を
行
う

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
年
２
回
実
施
し
、
そ

の
評
価
結
果
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

公
表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
指
定
管
理

者
選
定
評
価
委
員
会
に
お
い
て
定
期
的

に
検
証
・
評
価
等
を
行
い
、
改
善
す
べ

き
内
容
が
認
め
ら

れ
た
場
合
は
、
是

正
・
改
善
の
助
言

等
を
行
っ
て
い
ま

す
。

Q

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

し
て
市
が
措
置
し
た
主
な
事
業
及
び
事

業
費
の
総
額
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
緊
急
対
策
と
し

て
、
４
月
に
は
Ｇ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
推

進
事
業
や
事
業
継
続
支
援
緊
急
対
策
事

業
等
、
６
月
に
は
地
域
外
来
・
検
査
セ

ン
タ
ー
の
設
置
や
子
ど
も
子
育
て
応
援

給
付
金
事
業
等
、
今
期
定
例
会
で
は
新

生
児
子
育
て
応
援
特
別
給
付
金
や
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
等
に
係
る
経
費

を
予
算
措
置
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
総

額
は
、
予
算
ベ
ー
ス

で
県
内
最
多
と
な
る

約
374
億
７
千
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

Q

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

あ
お
も
り
令
和
の
会　

里さ
と
村む
ら　
誠せ
い
悦え
つ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

市
民
ク
ラ
ブ　

秋あ
き
む
ら村　
光み
つ
男お

町
会
活
動
を
支
え
る

人
材
の
確
保
に
つ
い
て

あ
お
も
り
令
和
の
会　

渋し
ぶ
た
に谷　

勲い
さ
お

施設管理

予算決算

地域
コミュニティ

緑色は、文教経済常任委員会に関連する質問・質疑です。

今回のプレミアム付商品券（見本）

市作成の町会への参加を
促すチラシ

本年、選定評価委員会の検証・評価
を予定している浪岡交流センター
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
に
よ
り
、
本
市
で
も
企
業
の
倒
産

に
伴
う
離
職
者
が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、

市
の
対
応
に
つ
い
て
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
市
で
は
、
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方

に
対
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携
に

よ
る
説
明
会
（（
株
）
国
際
ホ
テ
ル
の
離

職
者
を
対
象
）
の
開
催
の
ほ
か
、
窓
口

や
電
話
で
の
個
別
の
相
談
等
に
対
し
て

は
、
関
係
機
関
の
紹
介
は
も
と
よ
り
市

が
把
握
し
て
い
る
企
業
の
求
人
情
報
を

お
知
ら
せ
す
る
な
ど
、
相
談
者
の
希
望

に
応
じ
た
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
引
き

続
き
離
職
者
の
早
期
の
再
就
職
に
向
け
、

必
要
な
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Q

東
京
都
は
、
合
計
特
殊
出
生
率
が
全
国

最
下
位
の
１
・
15
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

子
ど
も
の
数
が
こ
の
10
年
で
増
え
て
い

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
本
市
の
出
生
数

が
減
少
し
て
い
る
の
は
女
性
の
転
出
超

過
が
要
因
と
考
え
ま
す
が
、
過
去
３
年

間
の
18
歳
か
ら
34
歳
ま
で
の
女
性
の
転

入
・
転
出
者
数
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
本
市
に
お
け
る
18
歳
か
ら
34
歳
ま
で
の

女
性
の
転
入
・
転
出
者
数
は
、
平
成
29

年
が
転
入
１
千
821
人
、
転
出
２
千
231
人

で
410
人
減
、
平
成
30
年
が
転
入
１
千
799

人
、
転
出
２
千
281
人
で
482
人
減
、
令
和

元
年
は
転
入
１
千
695
人
、
転
出
２
千
223

人
で
528
人
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q

昨
年
７
月
に
本
市
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｄ

Ｎ

Ｎ
Ｇ　

Ｏ
Ｕ
Ｔ　

Ａ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ

―
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｈ

」
の
実
施
後

の
状
況
に
つ
い
て
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
本
イ
ベ
ン
ト
は
、高
質
な
野
外
レ
ス
ト
ラ

ン
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
こ
れ
ま
で
全
国
の

観
光
地
等
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
浅
虫

温
泉
の
活
性
化
と
本
市
の
食
の
観
光
コ

ン
テ
ン
ツ
化
を
目
的
に
昨
年
浅
虫
地
区

で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
本
イ
ベ
ン
ト

後
に
お
い
て
、
調
理
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

参
加
し
た
浅
虫
温
泉
の
旅
館
等
の
料
理

人
が
本
イ
ベ
ン
ト

で
の
レ
シ
ピ
等
を

活
用
す
る
な
ど
し
、

こ
れ
ま
で
３
つ
の

メ
ニ
ュ
ー
が
創
作

さ
れ
て
い
ま
す
。

Q

企
業
の
倒
産
に
伴
う
離
職
者

へ
の
対
応
に
つ
い
て

自
由
民
主
党　

中な
か
田た　
靖や
す
人ひ
と

少
子
化
の
要
因
に
つ
い
て

自
由
民
主
党　

大お
お
矢や　

保た
も
つ

ダ
イ
ニ
ン
グ
ア
ウ
ト
の

開
催
効
果
に
つ
い
て

自
由
民
主
党　

中な
か
む
ら村　
節せ
つ
雄お

経　済

人口減少
対策

観　光

創作メニューの一つである「海峡サーモ
ンのコンフィ　ラビゴッドソース添え」
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よ
り
品
質
の
高
い
米
を
生
産
す
る
た
め
、

奥
内
・
後
潟
地
区
等
で
地
域
一
体
と
な
っ

て
行
っ
て
い
る
病
害
虫
の
航
空
防
除
を

市
内
全
域
で
推
進
す
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
市
の
考
え
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
本
市
で
は
、
北
部
地
区
、
浪
岡
地
区
等

で
組
織
さ
れ
て
い
る
航
空
防
除
組
合
に

よ
る
航
空
防
除
が
行
わ
れ
て
お
り
、
市

で
は
、
防
除
作
業
の
省
力
化
・
軽
労
化

が
期
待
で
き
る
た
め
、
新
た
な
組
合
設

立
の
意
向
が
あ
っ
た
場
合
に
協
力
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
規

模
な
水
田
へ
の
効

率
的
な
散
布
が
可

能
と
な
る
ド
ロ
ー

ン
の
活
用
に
向
け

た
実
証
実
験
等
も

行
っ
て
い
ま
す
。

Q

令
和
元
年
度
開
催
の
Ａ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ

マ

ラ
ソ
ン
大
会
へ
の
市
負
担
金
の
決
算
額

は
96
万
３
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

今
年
度
開
催
を
予
定
し
て
い
た
あ
お
も

り
桜
マ
ラ
ソ
ン
へ
の
市
負
担
金
は
幾
ら

で
あ
っ
た
か
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A 

本
年
４
月
19
日
に
開
催
を
予
定
し
て
い

た
あ
お
も
り
桜
マ
ラ
ソ
ン
は
、
日
本
陸

上
競
技
連
盟
公
認
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を

メ
イ
ン
と
し
た
こ
と
で
、
警
備
や
運
営

ス
タ
ッ
フ
の
増
加
等
、
事
業
費
の
増
加

が
見
込
ま
れ
た
た
め
、
参
加
料
の
増
収

等
、
収
入
の
確
保
を
図
っ
た
上
で
、
令

和
２
年
度
当
初
予

算
に
お
い
て
１
千

764
万
円
の
市
負
担

金
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

Q

ア
リ
ー
ナ
建
設
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
息
が
見
え

な
い
状
況
や
、
青
森
操
車
場
跡
地
が
県

の
指
定
す
る
浸
水
想
定
区
域
内
と
な
っ

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
再
度
の
協
議
や

市
民
等
の
声
を
聴
く
場
が
必
要
と
考
え

ま
す
が
、
見
解
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
市
で
は
本
事
業
の
要
求
水
準
書
に
つ
い

て
、
有
識
者
、
市
民
、
事
業
者
等
の
意

見
を
踏
ま
え
て
作
成
し
て
お
り
、
こ
れ

は
国
が
示
す
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

関
す
る
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
も
対
応
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

事
業
者
選
定
を
経
て
、
設
計
・
工
事
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
アリーナ
プロジェクト

水
稲
で
発
生
す
る
病
害
虫
の

航
空
防
除
に
つ
い
て

あ
お
も
り
令
和
の
会　

奥お
く
谷や　

進す
す
む

あ
お
も
り
桜
マ
ラ
ソ
ンにつ

い
て

あ
お
も
り
令
和
の
会　

山や
ま
ざ
き崎　

翔し
ょ
う
一い
ち

ア
リ
ー
ナ
建
設
の

見
直
し
に
つ
い
て

日
本
共
産
党　

山や
ま
わ
き脇　

智さ
と
し

農林水産

スポーツ

北部地区での航空防除の様子

令和元年度のＡＯＭＯＲ
マラソン大会の様子
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令
和
元
年
度
決
算
で
収
入
未
済
と
な
っ

て
い
る
市
民
ホ
ー
ル
使
用
料
77
万
２
千

982
円
は
、
大
半
が
会
議
室
を
営
利
目
的

の
使
用
者
に
貸
し
た
分
の
収
入
未
済
で
、

現
在
は
分
割
納
付
を
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。
各
文
化
団
体
が
使
用
料
を
一

括
で
前
納
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と

納
得
で
き
な
い
対
応
で
す
が
、
市
教
育

委
員
会
の
見
解
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
市
教
育
委
員
会
で
は
、
当
該
使
用
者
に

対
し
、
新
た
に
判
明
し
た
過
年
度
使
用

料
の
割
増
し
分
を
遡
っ
て
請
求
し
ま
し

た
が
、
一
括
で
の
納
付
は
困
難
と
の
こ

と
か
ら
、
分
割
納

付
と
す
る
こ
と
が

徴
収
上
有
利
に
な

る
と
考
え
た
も
の

で
す
。

Q

現
在
、
北
海
道
・
北
東
北
縄
文
遺
跡
群

と
し
て
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
調
査

が
行
わ
れ
て
い
る
小
牧
野
遺
跡
を
多
く

の
子
ど
も
た
ち
に
見
て
ほ
し
い
と
考
え

ま
す
が
、
当
該
遺
跡
へ
の
校
外
学
習
の

実
績
と
、
各
学
校
に
対
し
ど
の
よ
う
に

働
き
か
け
て
い
る
か
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
小
牧
野
遺
跡
を
見
学
し
た
小
学
校
は
、

令
和
元
年
度
は
３
校
あ
り
、
こ
の
ほ
か

小
牧
野
遺
跡
保
護
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

も
５
校
が
見
学
し
て
い
ま
す
。
市
教
育

委
員
会
で
は
、
当
該
遺
跡
を
校
外
学
習

で
利
用
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
市
内

各
小
学
校
に
文
書

や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

等
に
よ
る
案
内
を

毎
年
度
行
っ
て
い

ま
す
。

Q

今
年
は
、
西
部
地
区
で
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
へ
の
被
害
が
相
次
い
で
い
ま
す
が
、

そ
の
う
ち
サ
ル
に
よ
る
被
害
の
現
状
と

対
策
に
つ
い
て
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
サ
ル
に
よ
る
農
作
物
被
害
は
近
年
増
加

し
て
お
り
、
今
年
度
は
８
月
末
現
在
で

24
件
発
生
し
、
被
害
額
は
82
万
１
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
今
後
と
も
、

有
効
な
対
策
に
係
る
周
知
徹
底
や
電
動

ガ
ン
等
に
よ
り
地
域
と
連
携
し
て
被
害

防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
県
、
猟
友

会
、
警
察
、
農
協
等
と
有
害
鳥
獣
の
実

態
調
査
や
駆
除
が
可
能
と
な
る
鳥
獣
被

害
防
止
対
策
協
議

　
　

会
の
設
立
に
向
け
、

　
　

協
議
を
始
め
た
い

　
　

と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
農林水産

市
民
ホ
ー
ル
使
用
料
の

収
入
未
済
額
に
つ
い
て

市
民
ク
ラ
ブ　

奈な

良ら　
祥よ
し
孝た
か

サ
ル
に
よ
る
農
作
物
へ
の

被
害
に
つ
い
て

あ
お
も
り
令
和
の
会　

木き

ど戸　
喜き

み

お
美
男

小
牧
野
遺
跡
へ
の
校
外
学
習

に
つ
い
て市

民
ク
ラ
ブ　

橋は
し
も
と本　
尚な
お
美み

文化財

文　化

サクランボの木にやってきたサル

リンクモア平安閣市民ホール

小牧野遺跡での校外学習の様子
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Ｇ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
伴
い
行
わ

れ
て
い
る
個
別
最
適
化
学
習
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
教
育
の
機
会
均
等
の
観
点

か
ら
検
証
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
こ

れ
に
使
わ
れ
る
Ａ

ド
リ
ル
に
つ
い
て

は
、
誰
が
選
定
し
、
そ
の
費
用
等
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
Ａ

ド
リ
ル
の
選
定
は
、
校
長
が
行
っ

て
い
ま
す
。
費
用
に
つ
い
て
は
、
有
料

の
ド
リ
ル
を
使
用
し
て
い
る
学
校
の
１

人
当
た
り
の
平
均
で
、
小
学
校
は
650
円
、

中
学
校
は
850
円
程
度
を
保
護
者
か
ら
徴

収
金
と
し
て
負
担
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
援
助
が
あ
る
学
校
も

あ
り
、
各
校
一
律
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q

令
和
元
年
10
月
か
ら
の
幼
児
教
育
・
保

育
の
無
償
化
に
伴
う
財
源
を
活
用
し
、

兵
庫
県
明
石
市
で
は
令
和
２
年
度
か
ら

中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
本
市
も
同
様
に
無
償
化
で
き

な
い
か
、
認
識
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
本
市
で
は
、
学
校
給
食
の
運
営
に
当
た

り
、
市
が
光
熱
水
費
や
人
件
費
等
を
、

保
護
者
が
学
校
給
食
費
と
し
て
給
食
に

係
る
食
材
費
を
負
担
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
本
市
の
持
続
可
能
な
財
政
運

営
を
考
慮
す
る
と
、
保
護
者
か
ら
の
負

担
も
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に

多
大
な
財
政
負
担

が
生
じ
る
学
校
給

食
費
の
無
償
化
は

困
難
と
考
え
て
い

ま
す
。

Q

平
成
31
年
１
月
の
中
央
教
育
審
議
会
か

ら
の
答
申
の
内
容
を
踏
ま
え
、
国
や
県

も
教
員
の
働
き
方
改
革
に
取
り
組
み
始

め
て
お
り
、
社
会
全
体
で
も
よ
う
や
く

そ
の
必
要
性
が
認
知
さ
れ
て
き
た
と
思

い
ま
す
が
、
本
市
教
員
の
令
和
元
年
６

月
及
び
７
月
の
時
間
外
勤
務
の
状
況
を

お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
本
市
小
・
中
学
校
に
お
け
る
校
長
・
教

頭
を
除
く
教
員
の
令
和
元
年
６
月
、
７

月
に
お
け
る
時
間
外
勤
務
の
月
平
均
時

間
は
、
小
学
校
で
30
時
間
10
分
、
中
学

校
で
46
時
間
43
分
で
あ
り
、
１
日
当
た

り
で
は
、
小
学
校
で
１
時
間
26
分
、
中

学
校
で
２
時
間
13
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q
教　育

教
員
の
働
き
方
改
革に

つ
い
て

あ
お
も
り
令
和
の
会　

蛯え
び
名な　
和か
ず
子こ

学
校
給
食
費
の無償

化
に
つ
い
て

自
由
民
主
党　

山や
ま
本も
と　
治は
る
男お

個
別
最
適
化
学
習
の

現
状
に
つ
い
て

日
本
共
産
党　

万ま
ん
徳と
く　
な
お
子こ

教　育

教　育

本市の給食の一例（小学校）
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三
内
中
学
校
区
で
行
っ
て
い
る
小
中
一

貫
教
育
が
他
校
へ
広
が
っ
て
い
な
い
の

は
残
念
に
思
い
ま
す
。
遠
隔
授
業
で

小
・
中
学
校
の
教
員
間
が
連
携
す
る
こ

と
に
よ
り
、
こ
れ
を
全
市
的
に
広
げ
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
す
が
、
市
教

育
委
員
会
の
見
解
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
小
・

中
学
校
の
教
員
の
相
互
乗
り
入
れ
等
に

よ
る
確
か
な
学
力
等
の
育
成
を
図
っ
て

き
て
お
り
、
今
後
も
遠
隔
授
業
で
培
っ

た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
す
と
と
も
に
、

Ｃ
Ｔ
機
器
も
有
効

　
　

に
活
用
し
な
が
ら
、

　
　

小
中
連
携
及
び
小

　
　

中
一
貫
教
育
を
よ

　
　

り
一
層
進
め
た
い

　
　

と
考
え
て
い
ま
す
。

Q

改
正
水
防
法
に
基
づ
く
新
た
な
洪
水
浸

水
想
定
区
域
を
県
が
公
表
し
た
こ
と
を

受
け
、
市
と
し
て
、
こ
の
基
準
に
合
わ

せ
た
対
策
の
変
更
や
、
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
た
め
の
手
だ
て
を
講
じ
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
今
後
の
市

の
対
応
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
県
の
公
表
し
た

浸
水
想
定
区
域
を
基
に
青
森
市
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
更
新
・
公
表
し
て
お

り
、
今
回
も
、
令
和
２
年
度
に
新
た
な

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
令

和
３
年
度
に
当
該
区
域
と
そ
の
周
辺
の

町
会
等
の
全
世

　
　

帯
及
び
要
配
慮

　
　

者
利
用
施
設
へ

　
　

配
布
す
る
予
定

　
　

と
し
て
い
ま
す
。

Q

国
の
緊
急
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫
推
進
事
業
の
創
設
を
受

け
市
が
９
月
補
正
予
算
案
に
計
上
し
て

い
る
水
路
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫
事
業
に
つ
い
て
、
し
ゅ

ん
せ
つ
を
要
す
る
市
の
管
理
河
川
の
数

及
び
こ
れ
ま
で
の
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
の

実
績
に
つ
い
て
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
本
市
青
森
地
区
で
し
ゅ
ん
せ
つ
を
要
す

る
河
川
は
、
貴
船
川
、
大
辺
田
貝
川
、

飛
鳥
川
の
３
つ
の
準
用
河
川
と
県
管
理

２
級
河
川
の
堤
川
と
新
城
川
の
上
流
部

に
位
置
す
る
32
の
普
通
河
川
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
令
和
元

年
度
ま
で
の
５
年
間
の
し
ゅ
ん
せ
つ
工

事
の
実
績
は
、
件

数
が
16
件
、
工
事

費
が
約
２
千
500
万

円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

Q

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

自
由
民
主
党　

丸ま
る
野の　
達た
つ
夫お

水
路
浚し
ゅ
ん
せ
つ渫
事
業
に
つ
い
て

市
民
ク
ラ
ブ　

竹た
け
や
ま山　
美よ
し
と
ら虎

新
た
な
洪
水
浸
水
想
定
区
域

へ
の
対
応
に
つ
い
て

日
本
共
産
党　

赤あ
か
平ひ
ら　
勇ゆ
う
人と

河　川

防　災

教　育

橙色は、都市建設常任委員会に関連する質問・質疑です。

堤川の風景（荒川地区にて撮影）

県公表の浸水想定区域図（一部加工）

三内西小学校での授業の様子（三内
中学校の先生が授業をしています。）

←堤川

↓操車場跡地

浸水想定区域→
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市
が
９
月
補
正
予
算
案
に
計
上
し
て
い

る
市
営
バ
ス
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
事

業
の
概
要
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
市
交
通
部
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
予
防
対
策
と
感
染
収
束
後
の

観
光
需
要
の
回
復
に
向
け
た
受
入
れ
環

境
を
整
備
す
る
た
め
、
市
営
バ
ス
車
内

等
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
行
う
こ

と
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
具
体
的
に
は
、

市
営
バ
ス
車
内
に

Ｃ
カ
ー
ド
シ
ス
テ

ム
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
定
期
券
等

の
販
売
窓
口
に
お
い
て
は
電
子
マ
ネ
ー

や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
な
ど
、
複
数
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済

に
対
応
で
き
る

よ
う
、
環
境
を

整
備
す
る
も
の

で
す
。

Q

市
営
住
宅
の
通
路
灯
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ

れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
で
す
が
、

地
球
温
暖
化
対
策
や
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

コ
ス
ト
の
削
減
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
考
え
は
な
い
か
、

市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

A
市
営
住
宅
の
通
路
灯
に
つ
い
て
は
、
既

存
の
照
明
器
具
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
交
換
す
る
場
合
、
様
々

な
不
具
合
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
照
明
器
具
を
含
め
た
改
修
が
必

要
と
な
り
、
多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
も
照
明
器
具
の
修

繕
を
行
う
際
に
、
不
良
箇
所
の
み
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
に
交
換
し
て
い
ま
す
。

Q

市
が
整
備
を
検
討
し
て
い
る
青
森
操
車

場
跡
地
西
側
の
道
路
は
、
最
終
的
に
市

道
旭
町
大
通
り
線
と
接
続
し
ま
す
が
、

そ
こ
に
は
地
下
道
出
入
口
が
あ
り
、
現

状
で
は
道
路
幅
員
の
確
保
が
困
難
と
考

え
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
接
続
を
検
討
し

て
い
る
の
か
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
当
該
道
路
の
接
続
部
に
つ
い
て
は
、
道

路
幅
員
が
狭
く
、
車
同
士
の
擦
れ
違
い

が
困
難
な
箇
所
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な

通
行
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
検
討
し
て
い

ま
す
が
、
具
体
に
つ
い
て
は
今
年
度
中

の
発
注
を
考
え
て
い
る
詳
細
設
計
の
中

で
決
定
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

Q

市
営
住
宅
の
通
路
灯
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て

あ
お
も
り
令
和
の
会　

藤ふ
じ
田た　

誠ま
こ
と

市
営
バ
ス
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
に
つ
い
て市

民
ク
ラ
ブ　

工く

藤ど
う　
健け
ん

青
森
操
車
場
跡
地
西
側
の

道
路
整
備
に
つ
い
て

市
民
ク
ラ
ブ　

木き
の
し
た下　

靖や
す
し

交　通

公営住宅

道　路

青森操車場跡地西側道路と
市道旭町大通り線との接続部分

ＬＥＤ化されていない
市営住宅の通路灯
（ベイサイド柳川）

現在の市営バスの料金箱
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赤色は、民生環境常任委員会に関連する質問・質疑です。

令
和
元
年
12
月
、
新
城
山
田
地
区
の
新

青
森
太
陽
光
発
電
所
の
安
心
・
安
全
な

建
設
等
を
目
的
に
、
地
元
町
会
、
事
業

者
等
に
よ
る
同
発
電
所
推
進
協
議
会
が

発
足
し
ま
し
た
が
、
同
協
議
会
の
協
議

内
容
は
こ
れ
ま
で
地
域
住
民
に
一
切
報

告
、
周
知
等
が
な
い
た
め
、
住
民
は
不

安
を
感
じ
て
い
ま
す
。
市
か
ら
報
告
等

を
行
う
よ
う
働
き
か
け
る
べ
き
と
思
い

ま
す
が
、
見
解
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
市
と
し
て
は
、
同
協
議
会
の
詳
細
な
協

議
内
容
を
し
っ
か
り
と
報
告
、
周
知
し

て
ほ
し
い
と
の
要
望

が
中
村
議
員
や
地
域

住
民
か
ら
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
、
同
協
議

会
に
伝
え
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

Q

青
森
市
清
掃
工
場
は
、
令
和
２
年
だ
け

で
も
３
件
火
災
が
発
生
し
て
お
り
、
そ

の
う
ち
２
件
は
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

が
発
火
原
因
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

事
故
を
防
ぐ
た
め
、
作
業
人
員
を
増
員

し
、
破
砕
選
別
処
理
工
程
へ
の
電
池
の

混
入
を
防
ぐ
体
制
と
す
べ
き
と
思
い
ま

す
が
、
市
の
見
解
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
青
森
市
清
掃
工
場
で
は
、
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
を
内
蔵
し
た
小
型
家
電
等
の

搬
入
禁
止
物
を
除
去
す
る
た
め
、
貯
留

ヤ
ー
ド
等
へ
の
投
入
前
に
目
視
で
確
認

し
て
お
り
、
再
発
防
止
の
た
め
の
様
々

な
対
策
に
つ
い
て
、
現
在
、
委
託
業
者

と
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Q

青
森
市
清
掃
工
場
は
、
平
成
27
年
４
月

の
稼
働
以
後
、
８
件
も
火
災
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
市
が
現
在
行
っ
て
い
る
有

価
資
源
回
収
団
体
活
動
奨
励
事
業
の
よ

う
に
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
等
の
危

険
物
を
回
収
し
た
市
民
団
体
に
奨
励
金

を
出
す
よ
う
に
す
れ
ば
、
こ
う
い
っ
た

火
災
の
発
生
を
防
げ
る
と
思
い
ま
す
が
、

市
の
見
解
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
御
提
案
の
内
容
に
つ
い
て
は
一
定
の
効

果
は
あ
る
と
考
え
ま
す
も
の
の
、
現
在
、

製
造
メ
ー
カ
ー
等
で
は
自
主
回
収
網
を

拡
大
し
て
お
り
、
国
で
も
対
策
を
検
討

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、
こ
れ

ら
の
状
況
を
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q

青
森
市
清
掃
工
場
の
火
災
に

つ
い
て日

本
共
産
党　

天あ
ま
内な
い　
慎し
ん
也や

新
青
森
太
陽
光
発
電
所につ

い
て

あ
お
も
り
令
和
の
会　

中な
か
村む
ら　
美み

津つ

緒お

青
森
市
清
掃
工
場
の

火
災
防
止
策
に
つ
い
て

あ
お
も
り
令
和
の
会　

神か
み
山や
ま　
昌ま
さ
則の
り

ごみ処理

ごみ処理

環　境

小型家電の回収は市役
所庁舎や支所、市民セン
ター等で行っています。
（写真は本庁舎）

小型充電式電池のイメー
ジ（上のリサイクルマー
クがついています。）

新城山田地区で建設が進んでいる
太陽光発電所（本年９月現在）
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不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
方
を
手
助
け

す
る
た
め
、
む
つ
市
で
は
、
特
定
不
妊

治
療
（
体
外
受
精
や
顕
微
授
精
な
ど
）

に
要
す
る
費
用
へ
の
県
の
助
成
に
上
乗

せ
し
た
助
成
や
、
人
工
受
精
に
要
す
る

費
用
へ
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

本
市
で
も
同
様
の
助
成
を
行
う
考
え
は

な
い
か
、
見
解
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
中
核
市
で
あ
る
本
市
で
は
、
現
在
国
の

要
綱
に
基
づ
き
県
と
同
様
の
特
定
不
妊

治
療
に
要
す
る
費
用
へ
の
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
国
で
は
今
年
度
、
不
妊

治
療
の
支
援
拡
充
に
向
け
た
調
査
研
究

を
行
う
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

動
向
を
注
視
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q

東
京
都
世
田
谷
区
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
発

熱
な
ど
の
症
状
の
あ
る
方
や
濃
厚
接
触

者
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
加
え
、
介
護
事

業
所
や
保
育
所
・
幼
稚
園
の
職
員
等
、

症
状
の
な
い
方
の
検
査
を
実
施
す
る
と

し
て
い
ま
す
。
本
市
で
も
同
区
を
参
考

に
、
同
様
の
検
査
を
実
施
す
べ
き
と
思

い
ま
す
が
、
見
解
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
本
市
と
同
区
で
は
、
人
口
密
度
や
人
の

移
動
の
割
合
を
考
慮
す
る
と
感
染
リ
ス

ク
が
異
な
る
た
め
、
同
区
の
よ
う
な
検

査
を
実
施
す
る
こ
と
は
合
理
的
で
は
な

く
、
場
所
や
人
材
、
財
源
の
確
保
等
、

様
々
な
課
題
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
第
２
波
と
秋

以
降
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
を
見

据
え
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
充
実
・
強

化
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
市
保
健
所

管
内
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
検
査
の
実

施
状
況
及
び
地
域
外
来
・
検
査
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
１
日
当
た
り
の
最
大
検

査
実
施
可
能
件
数
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
本
市
に
お
け
る
検
査
件
数
に
つ
い
て
は
、

令
和
２
年
８
月
31
日
時
点
で
661
件
と
、

県
全
体
の
検
査
件
数
で
あ
る
２
千
13
件

の
約
３
分
の
１
を
占
め
て
い
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
１
日
当
た
り
の
最

大
検
査
実
施
可
能
件
数
は
、
お
お
む
ね

40
件
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q

症
状
の
な
い
方
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
の
実
施
に
つ
い
て

日
本
共
産
党　

藤ふ
じ
わ
ら原　
浩こ
う
へ
い平

市
独
自
の
不
妊
治
療
費
の

助
成
に
つ
い
て

日
本
共
産
党　

村む
ら
川か
わ　
み
ど
り

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

第
２
波
へ
の
対
応
に
つ
い
て

公
明
党　

渡わ
た
な
べ部　
伸の
ぶ
ひ
ろ広

保健医療

保健医療

保健医療

地域外来は市役所本庁舎
隣りの急病センター棟です。
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て
、

定
期
予
防
接
種
の
対
象
で
あ
る
65
歳
以

上
の
高
齢
者
に
加
え
、
乳
幼
児
等
に
市

独
自
の
助
成
措
置
を
実
施
す
べ
き
と
思

う
が
、
見
解
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
国
が
発
出
し
た
通
知
で
は
、
今
冬
の
乳

幼
児
等
へ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
任
意

で
の
接
種
の
呼
び
か
け
に
と
ど
ま
っ
て

お
り
、
現
時
点
で
財
政
措
置
も
な
く
、

多
額
の
財
政
負
担
が
生
じ
る
市
独
自
で

の
助
成
措
置
は
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

市
医
師
会
と
連
携
し
、
例
年
よ
り
早
い

10
月
12
日
か
ら
の
接
種
開
始
が
で
き
る

よ
う
調
整
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。＊

Q

今
秋
以
降
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時
流
行
が
懸

念
さ
れ
ま
す
が
、
市
民
の
健
康
維
持
と

医
療
現
場
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
今
年

度
に
限
り
、
高
齢
者
や
小
学
校
低
学
年

ま
で
の
子
ど
も
、
妊
産
婦
や
基
礎
疾
患

を
抱
え
る
方
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
費
用
を
市
が
助
成
し
、
無
料
に
す

る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
市
の
考
え
を

お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
市
で
は
、
現
時
点
で
は
市
独
自
で
の
助

成
は
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
市
医
師

会
と
連
携
し
、
例
年
よ
り
早
い
10
月
12

日
か
ら
定
期
予
防
接
種
を
開
始
で
き
る

よ
う
調
整
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。＊

Q

産
前
産
後
ケ
ア
と
し
て
家
事
や
育
児
な

ど
の
直
接
の
サ
ポ
ー
ト
を
無
償
で
行
っ

て
い
る
他
市
町
村
も
あ
る
中
、
本
市
は

相
談
の
受
付
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

悩
み
を
抱
え
る
妊
産
婦
を
直
接
サ
ポ
ー

ト
す
る
取
組
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、

見
解
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

A
市
で
は
、
出
産
後
の
き
め
細
か
な
支
援

は
、
妊
産
婦
が
地
域
で
安
心
し
て
妊

娠
・
出
産
・
子
育
て
を
す
る
た
め
に
は

非
常
に
重
要
な
こ
と
と
考
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
国
の
示
す
産
後
ケ
ア
事
業
の

実
施
も
含
め
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た

産
後
の
支
援
体
制
の
構
築
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q

産
前
産
後
ケ
ア
事
業に

つ
い
て

あ
お
も
り
令
和
の
会　

奈な

良ら

岡お
か　

隆た
か
し

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

へ
の
助
成
措
置
に
つ
い
て

公
明
党　

山や
ま
も
と本　
武た
け
と
も朝

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
予
防

接
種
費
用
の
助
成
に
つ
い
て

自
由
民
主
党　

小あ

豆ず

畑は
た　

緑み
ど
り

＊
注
…
本
答
弁
以
後
、
市
で
は
、
４
ペ
ー

ジ
、
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
と
お
り
、
市

独
自
で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

助
成
事
業
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

子育て支援

保健医療
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編集後記 委員 山崎�翔一

本会議の傍聴者は、令和２年第３回定例会は74人、第２回臨時会は
0人でした。令和２年第４回定例会は11月27日開会の予定です。

　市議会では、議会基本条例に基づき議員とカダる会（議会報告会・意見交換会）を毎年開催し
ていますが、新型コロナウイルス感染症が拡大している状況にあること、また、現在の開催方式
では十分な感染防止対策を取ることが困難であることから、本年中の開催については中止するこ
とにしました。市民の皆様から直接御意見を伺う機会を設けられず、誠に申し訳ありません。
　このため、代替措置として、市や市議会に対する市民の皆様の御意見
や、議会として市民の皆様の御意見を伺いたい事項について、次のとお
りアンケートを実施しますので、ぜひ御意見をお寄せください！１人で
も多くの皆様からの御意見をお待ちしています。
※いただいた御意見については、議会として検討の上、可能な限り、今

後の政策提案等につなげるよう生かしていきたいと考えています。

今回の市議会だよりはいかがでしたでしょ
うか。毎号、委員が内容について検討・議
論を行って、「わかりやすい」議会だより
を作成しております。市民の皆様がお気づ
きになった点や改善点等については、今後
の参考にさせていただきますので、ぜひ御
意見をお寄せください。

【アンケートへの回答方法】
①各庁舎等に来訪の際に回答（議会棟、本庁舎、駅前庁舎、柳川庁舎、浪岡庁舎にアンケートと回収ボッ

クスを設置しますので、その場で御記入の上、投函してください）
②オンライン（市議会ホームページまたは下のＱＲコードからアンケート入力フォームに移動し、御回答ください）
③FAX（017-734-5824まで
　本ページを送信してください）
④郵送（郵送先：〒030-8555　
　青森市中央１丁目22-5
　青森市議会事務局議事調査課宛て）
　※郵送代については御負担をお願いいたします。
⑤その他、市議会事務局への御持参、電子メール
（gikai-gijichosa@city.aomori.aomori.jp）、
顔見知りの議員を通じての提出でも構いません。
【締切り】令和２年12月31日まで
問合せ：議会事務局議事調査課　017-734-5743

　令和２年７月30日付で、志政会会派及び市民の声あおもり会派から会派解消届が提出される
とともに、同日付で奈良岡隆議員を代表者とするあおもり令和の会会派の会派結成届が提出され、
各会派の構成人数は、次のとおりとなりました。
　あおもり令和の会11人、自由民主党８人、日本共産党６人、
　市民クラブ６人、公明党３人
　また、議会の人事についても、次のとおり変更がありました。
◆議会運営委員会委員の辞任・選任（ともに７月30日付）
　　【辞任】舘山　善也、奈良岡　隆
　　【選任】蛯名　和子、木戸　喜美男、舘山　善也
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昨年11月の議員とカダる会。
一日も早くコロナが終息し、こ
のような日常に戻りますように。

会派の異動と議会の人事の報告

令和２年議員とカダる会の中止に伴う
市政及び市議会に関するアンケートを実施します

会派の異動に伴い議席（議場内の
議員の座席）も変更しました。

あおもり市議会だより　ぎかいの森

市政及び市議会に関するアンケート
　※御記入が可能な部分のみで構いません。

問１  　青森市に住んでいてふだん感じていること・お困りのこ
となどがありましたら何でもお聞かせください。

問２  　市議会では現在、本会議の傍聴者を増やす観点から、夜
間や土日・祝日での開催の検討を行っていますが、議会の
傍聴について、次の選択肢から当てはまるものにチェック
をお願いします（複数回答可）。
□ 現状のままでよい（平日）
□ 夜間なら傍聴してみたい
□ 土日・祝日なら傍聴してみたい
□ 特に傍聴したいと思わない

問３  　その他、本紙紙面の内容を含め、市議会に対する御意見・
御要望などがありましたら何でもお聞かせください。

問４  　よろしければ御自身のことをお知らせください。
お住まい：　　　  地区（大字）　年齢：　　　代

　御協力、誠にありがとうございました！

※理由をお聞かせください。

切り取り

切
り
取
り
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回答欄（自由記載）

回答欄（自由記載）


